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1.1. 開発の経緯開発の経緯

 開発の経緯開発の経緯 開発の経緯開発の経緯

 素材の選定理由素材の選定理由 素材の選定理由素材の選定理由
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開発の背景開発の背景開発 背景開発 背景

ペットの現代病ペットの現代病•• ペットの現代病ペットの現代病
–– 心疾患心疾患

–– 癌、腫瘍癌、腫瘍

–– アトピー性皮膚炎、脱毛症等アトピー性皮膚炎、脱毛症等アトピ 性皮膚炎、脱毛症等アトピ 性皮膚炎、脱毛症等

•• 原因原因
–– ストレスストレスストレスストレス

–– 高カロリーのペットフードや運動不足高カロリーのペットフードや運動不足

十分なケアをせず 洋服を着せて皮膚病十分なケアをせず 洋服を着せて皮膚病–– 十分なケアをせず、洋服を着せて皮膚病十分なケアをせず、洋服を着せて皮膚病

–– 高齢化など高齢化など
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原料選択の根拠原料選択の根拠原料選択 根拠原料選択 根拠

 医薬品の限界医薬品の限界

 薬の副作用薬の副作用

 病気を発生する前からの予防病気を発生する前からの予防病気を発生する前からの予防病気を発生する前からの予防

「免疫機能 に着目「免疫機能 に着目「免疫機能」に着目「免疫機能」に着目
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『『衛生仮説衛生仮説』』『『衛 仮説衛 仮説』』

糖脂質糖脂質(LPS(LPS：エンドトキシン：エンドトキシン))はアレルギー予防の救世主はアレルギー予防の救世主

一人っ子一人っ子
兄弟多い兄弟多い

田舎に住んでいる田舎に住んでいる
都会に住んでいる都会に住んでいる

田舎に住んでいる田舎に住んでいる

動物と接触動物と接触

一歳未満での糖脂質(LPS: エンドトキシン）の暴露量が

アレルギー疾患体質になるかならないかのカギになる。
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アレルギ 疾患体質になるかならないかのカギになる。



衛生仮説：衛生仮説：イヌに関する研究イヌに関する研究衛 仮説衛 仮説 関する研究関する研究

エンドトキシン暴露が、犬のアトピー性皮膚炎の発症に対してエンドトキシン暴露が、犬のアトピ 性皮膚炎の発症に対して
抑制的に作用することを示唆している。

7出所：Frank A. Looringh van Beeck, et al.
"Inverse association between endotoxin exposure and canine atopic dermatitis.“ The Veterinary Journal, 2011 Nov; 190(2)



節足動物節足動物 鳥類鳥類

哺乳類哺乳類

爬虫類爬虫類

T cellT cell

軟体類軟体類

魚類魚類

両生類両生類

節足動物節足動物 鳥類鳥類爬虫類爬虫類

B cellB cell
antibodyantibody

原索動物原索動物

無顎類無顎類
魚類魚類

環形動物環形動物

獲得免疫獲得免疫
棘皮動物棘皮動物

獲得免疫獲得免疫

線形動物線形動物

紐形動物紐形動物

腔腸動物腔腸動物

MacrophageMacrophage 紐形動物紐形動物
海綿動物海綿動物

MacrophageMacrophage

原生動物原生動物自然免疫自然免疫

動物の100%は自然免疫を持っているが、

特異免疫はわずか5% 注： 動物種として
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特異免疫はわずか5% 注： 動物種として



乳酸菌の発見者、マクロファージの命名者乳酸菌の発見者、マクロファージの命名者乳酸菌 発見者、 ク ァ 命名者乳酸菌 発見者、 ク ァ 命名者

広範な系統発生学的研究：広範な系統発生学的研究：
食細胞学説の提唱食細胞学説の提唱食細胞学説の提唱食細胞学説の提唱

マクロファージはマクロファージはク ファ ジはク ファ ジは
全ての多細胞動物に共通して、全ての多細胞動物に共通して、

生体防御上重要な役割を果している生体防御上重要な役割を果している
エリー・メチニコフ博士エリー・メチニコフ博士

(1892(1892年年)) 生体防御上重要な役割を果している。生体防御上重要な役割を果している。(1892(1892年年))
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マクロファージは体の至る所に住んでいる細胞マクロファージは体の至る所に住んでいる細胞ク ァ 体 る所 住 る細胞ク ァ 体 る所 住 る細胞

脳脳

肺肺リンパ節リンパ節 マクロファージ肺肺

肝臓肝臓

リンパ節リンパ節 マクロファ ジ

肝臓肝臓

皮膚皮膚

脾臓脾臓

小腸・大腸小腸・大腸

筋肉筋肉
骨骨

筋肉筋肉
死んだ細胞
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マクロファージの活性化には段階があるマクロファージの活性化には段階があるク ァ 活性 段階 あるク ァ 活性 段階 ある

例：活性酸素↑

例：貪食能貪食能↑

異物排除準備段階

例 活性酸素↑

炎症性サイトカイン↑

異物排除準備段階

プライミング段階プライミング段階

活性化活性化マクロファージマクロファージ
（（トリガリング段階）トリガリング段階）

プライミング段階プライミング段階
定常状態定常状態マクロファージマクロファージ

（（レジデント段階）レジデント段階）

インタ フェロンインタ フェロンγγ などなど

細菌など細菌など
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インターフェロンインターフェロンγγ などなど



LPSLPSとは何か？とは何か？何何

細菌の成分で細菌の成分で 自然治癒力自然治癒力を高める力がを高める力が•• 細菌の成分で、細菌の成分で、自然治癒力自然治癒力を高める力がを高める力が
とても高い物です。とても高い物です。

•• これまで知られているキノコのパワーの元これまで知られているキノコのパワーの元
あるあるββグ カグ カ 1 0001 000 10 00010 000分分 11であるであるββグルカンのグルカンの1,0001,000～～10,00010,000分の分の11でで

効果効果が得られます。が得られます。効果効果が得られます。が得られます。

きのこ 酵母 乳酸菌 グラム陰性細菌
12



微生物の利用微生物の利用微 物 利用微 物 利用

これまで（乳酸菌）とこれから（グラム陰性菌）これまで（乳酸菌）とこれから（グラム陰性菌）

•• グラム陽性菌グラム陽性菌
((善玉菌のイメージ善玉菌のイメージ))((善玉菌のイメ ジ善玉菌のイメ ジ))
–– 乳酸菌・枯草菌など乳酸菌・枯草菌など

–– ヨーグルト、漬物、納豆、ヨーグルト、漬物、納豆、
プロバイオティクスプロバイオティクス

•• グラム陰性菌グラム陰性菌
((悪玉菌のイメージ悪玉菌のイメージ))
–– 大腸菌・パントエア菌・大腸菌・パントエア菌・

酢酸菌・キサントモナス・酢酸菌・キサントモナス・
ザイモモナスなどザイモモナスなどザイモモナスなどザイモモナスなど

–– ケフィアヨーグルト、ケフィアヨーグルト、
ナタデココ 酢ナタデココ 酢ナタデココ、酢、ナタデココ、酢、
プロバイオティクスプロバイオティクス
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マクロファージ活性化の違いマクロファージ活性化の違い

ββグルカングルカン((キノコ、酵母キノコ、酵母)) 糖糖脂質脂質(LPS)(LPS)

ク ァ 活性 違ク ァ 活性 違

ββグルカングルカン((キノコ、酵母キノコ、酵母))
ペプチドグリカンペプチドグリカン((乳酸菌乳酸菌))

糖糖脂質脂質(LPS)(LPS)

受容体受容体
シグナル伝達シグナル伝達

受容体受容体受容体受容体
（（TLR2TLR2））

シグナル伝達シグナル伝達
受容体受容体
（（TLR4TLR4--MD2MD2--CD14CD14複合体）複合体）

核核

インタ フ ロン誘導インタ フ ロン誘導

NFNFBB IRFIRF

インターフェロン誘導インターフェロン誘導
((抗ウイルス活性抗ウイルス活性))

マクロファージ活性化（抗菌）

期待される効果 ： 感染症の予防・生体恒常性維持

マクロファ ジ活性化（抗菌）

期待される効果 ： 感染症の予防・生体恒常性維持
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マクロファージ活性化物質のスクリーニングマクロファージ活性化物質のスクリーニングク ァ 活性 物質 クリ グク ァ 活性 物質 クリ グ

小麦粉洗浄液中に小麦粉洗浄液中に
マクロファージ活性化物質マクロファージ活性化物質

活性物質の本体は何 ?

小麦に共生するパントエア菌小麦に共生するパントエア菌
（グラム陰性細菌）由来の糖脂質（グラム陰性細菌）由来の糖脂質

欧州の発酵ライ麦パン・欧州の発酵ライ麦パン・
東南アジアの小麦製品東南アジアの小麦製品

多多 経験経験
（グラム陰性細菌）由来の糖脂質（グラム陰性細菌）由来の糖脂質

など多くのなど多くの食経験有食経験有

パントエア菌パントエア菌パントエア菌パントエア菌
ムギ、コメ、ジャガイモ、リンゴ、ムギ、コメ、ジャガイモ、リンゴ、

ナシ、オリーブなど植物共生細菌ナシ、オリーブなど植物共生細菌

Nishizawa et al. Chem. Phar. Bull. 1992
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松樹皮ポリフェノール松樹皮ポリフェノール松樹皮ポリ松樹皮ポリ

•• フランス・ボルドー地方の南西フランス・ボルドー地方の南西
部のみに生育する樹齢２０年部のみに生育する樹齢２０年部のみに生育する樹齢２０年部のみに生育する樹齢２０年
から２５年のフランス海岸松かから２５年のフランス海岸松か
ら抽出ら抽出ら抽出ら抽出

•• フランス海岸松の樹皮は他のフランス海岸松の樹皮は他のフランス海岸松の樹皮は他のフランス海岸松の樹皮は他の
種類の松よりも非常に厚い皮種類の松よりも非常に厚い皮
でできており、でできており、活性酸素を撃退活性酸素を撃退でできており、でできており、活性酸素を撃退活性酸素を撃退
する「フラボノイド」を４０種類する「フラボノイド」を４０種類
以上も含有以上も含有も含有も含有
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松樹皮ポリフェノールの特徴松樹皮ポリフェノールの特徴松樹皮ポリフ ル 特徴松樹皮ポリフ ル 特徴

1.1. 優れた抗酸化作用優れた抗酸化作用

2.2. 血液循環の改善血液循環の改善作用作用

3.3. 血糖値を安定させる血糖値を安定させる3.3. 血糖値を安定させる血糖値を安定させる

44 強力な抗炎症作用強力な抗炎症作用4.4. 強力な抗炎症作用強力な抗炎症作用

55 皮膚の強化皮膚の強化作用作用5.5. 皮膚の強化皮膚の強化作用作用
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2.2. 臨床治験データ臨床治験データ2.2. 臨床治験デ タ臨床治験デ タ

脱毛部の発毛促進効果脱毛部の発毛促進効果

ＬＰＳと松ポリフェノール併用１３症例ＬＰＳと松ポリフェノール併用１３症例
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治験の内容治験の内容治験 容治験 容

•• 方法及び材料方法及び材料
ギギ–– 犬、猫、ウサギ、ハムスターの脱毛症例に対しての発毛効果測定犬、猫、ウサギ、ハムスターの脱毛症例に対しての発毛効果測定

•• 試験材料試験材料
–– ＬＰＳ錠（スケアクロウ社「ＬＰＳＬＰＳ錠（スケアクロウ社「ＬＰＳ Ｄｒ」）Ｄｒ」）
–– 松ポリフェノール錠（スケアクロウ社「パンフェノンＳ」）松ポリフェノール錠（スケアクロウ社「パンフェノンＳ」）

•• 試験方法試験方法とと試験期間試験期間
–– フード、医薬品の投与の有無は規制せず、他のサプリ併用はなしとフード、医薬品の投与の有無は規制せず、他のサプリ併用はなしと

し ＬＰＳ錠単独投与群し ＬＰＳ錠単独投与群 ＬＰＳ錠ＬＰＳ錠とと松ポリフェノール錠の併用群の２群松ポリフェノール錠の併用群の２群し、ＬＰＳ錠単独投与群し、ＬＰＳ錠単独投与群、、ＬＰＳ錠ＬＰＳ錠とと松ポリフェノ ル錠の併用群の２群松ポリフェノ ル錠の併用群の２群
に分けて行ったに分けて行った

–– 期間期間はは原則として３０日間とした原則として３０日間とした

•• 試験試験結果結果

発毛発毛 症例数症例数 発毛率発毛率

ＬＰＳＬＰＳ錠単独投与錠単独投与 ：：2424例例
なし 14例 58.3%
あり 10例 41.7%
なし 0例 0%

20

ＬＰＳ錠＋ＬＰＳ錠＋松ﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ錠松ﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ錠 ：：1313例例
なし 0例 0%
あり 13例 100%



ＬＰＳＬＰＳとと松松ポリフェノール併用１３症例一覧ポリフェノール併用１３症例一覧松松ポリ 併用 症例 覧ポリ 併用 症例 覧

品種品種 性別性別
年齢年齢
((才才))

体重体重(kg)(kg)
併用併用
薬薬

用量用量
結果結果

LPSLPS 松松pppp((才才)) 薬薬 LPSLPS 松松pppp

1 M.ダックス ♀ 2 3.5 X 2 4 アレルギー性皮膚炎 1212週後に発毛週後に発毛

2 M.ダックス ♀ 10 4.2 ○ 2 4 アトピー性皮膚炎 ６週後に発毛６週後に発毛

3 ボーダー・コリー ♀ 7 20 ○ 4 4 乾燥性皮膚炎（全身性） ステロイドは単発使用

4 T.プードル ♀ 3 2.5 X 2 2 アレルギー性皮膚炎 ７週後に色素の濃い毛が出る７週後に色素の濃い毛が出る

5 T.プードル ♀ 3 3.1 X 2 2 ストレス性舐性皮膚炎 ３週後に毛が生え揃う３週後に毛が生え揃う

6 T.プードル ♂ 11 3.1 X 2 2 皮下組織感染による皮膚炎 ４週後に発毛４週後に発毛

7 T.プードル ♂ 1 3.9 X 2 2 ストレス性の脱毛 ３週後に発毛３週後に発毛

8 ケアンテリア ♂ 12 8.2 X 3 3 原因不明の脱毛 ４週後に痒み脱毛改善４週後に痒み脱毛改善

9 チワワ ♀ 5 3.2 ○ 2 2 アレルギー性皮膚炎 ※膿皮症発症時にコンベニア注使用

10 猫Mix ♀ (推定)７ 2.8 X 1 1 原因不明の脱毛 ４週後に発毛４週後に発毛

11 猫Mi ♀ 12 2 7 X 2 2 原因 明 脱毛 ４週後 発毛４週後 発毛11 猫Mix ♀ 12 2.7 X 2 2 原因不明の脱毛 ４週後に発毛４週後に発毛

12 ハムスター ♀ 1 未測定 X <1 <1 原因不明の脱毛 ４週後に発毛４週後に発毛

13 うさぎ ♀ 5 2 5 X 1 1 自虐症による脱毛 ９週後に発毛９週後に発毛13 うさぎ ♀ 5 2.5 X 1 1 自虐症による脱毛 ９週後に発毛９週後に発毛
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3.3. 考えられる作用機序考えられる作用機序3.3. 考えられる作用機序考えられる作用機序
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考えられる作用機序考えられる作用機序考 れる作用機序考 れる作用機序

 ＬＰＳＬＰＳ ＬＰＳＬＰＳ

1.1. マクロファージがプライミング状態マクロファージがプライミング状態

になり 発毛に関する退行化サイトになり 発毛に関する退行化サイトになり、発毛に関する退行化サイトになり、発毛に関する退行化サイト

カインが誘導されカインが誘導されづづらくなるらくなる

22 炎症抑制 抗菌物質の誘導による炎症抑制 抗菌物質の誘導による2.2. 炎症抑制、抗菌物質の誘導による炎症抑制、抗菌物質の誘導による

感染防御、感染防御、及び及び皮膚障害、発毛障皮膚障害、発毛障

害を含む老化を抑制する害を含む老化を抑制する害を含む老化を抑制する害を含む老化を抑制する

 松ポリフェノール松ポリフェノール

11 抗酸化作用抗酸化作用1.1. 抗酸化作用抗酸化作用

2.2. 血行促進作用血行促進作用
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